
JFSL 関東トレセン 
実業団選手制度



① 年俸200～360万円の社員契約（業種・勤務時間により変動） 
② 競技に集中できる勤務環境 

③ 練習場近隣の専用シェアハウスあり ※平均月5万円以下の家賃  
④ シーズン中の上位カテゴリー移籍が可能

仕事と競技の両立 シーズン中の提携クラブ間の 
上位カテゴリー移籍が可能

Jリーグ
JFL
関東・関西
都県リーグ

セカンドキャリア対策 
ビジネス界での 
キャリアアップ支援

JFSL 実業団選手とは？



出場カテゴリー カテゴリーの昇格基準

Aチーム J3リーグ JFL・関東1部のベストイレブンクラス 
スプリント基準あり

Bチーム JFL 関東1部のベストイレブンクラス 
スプリント基準あり

Cチーム 関東1部リーグ 関東2部・都県1部のベストイレブンクラス 
スプリント基準あり

Dチーム 関東2部リーグ 都県1部のベストイレブンクラス

Eチーム 都県1部リーグ 都県2部のスタメンクラス

Fチーム 都県2部リーグ テクニックと練習態度

Gチーム 地区リーグ ーーーー

Jリーグまで繋がる7軍体制の昇格制度

トップチームはJリーグで出場可能（1～７軍体制） 
（フットボールグループ・提携クラブでスタメン出場）

Jリーグ 
JFL



スポンサー企業での仕事 サッカー練習

9:00 17:00 19:00 21:00

サッカー練習 スポンサー企業での仕事

13:00 21:009:00 11:00

夜 
練 
習

朝 
練 
習

1日のスケジュール



勤務形態・給与形態

スポーツ指導 基本業務の 
報酬と合算希望者のみ

＋

出場・勝利給 個別に支払い 
（例）関東1部 
月 8万円

関東リーグ 
クラブなど

＋

基本的な月額報酬 

20万円～30万円 
（交通費込み）

【支払いサイクル】 
翌々月の6～8日に支払い 
（例）1月の報酬の支払い 
3月6～8日に支払い

Jリーガーと同様の業務委託契約（セミプロ契約含む）を締結

【その他】 
・国民健康保険への加入 
JリーガーJFL選手と同様

月17～20万円 
＋交通費支給 
からスタート

週5日勤務
別職種も応相談



JFSLスカウト提携クラブ 
FC大阪　トップチーム選手の事例 

社会福祉業務との両立

FC大阪の事例



JFSLスカウト提携クラブ 
社員コーチの事例 

プロサッカークラブ  
スプリント指導者との両立

フィジカルコーチとしての副業も可能



提携の学生寮・シェアハウス

居住タイプ 家賃の価格帯 初期費用 備考

提携シェアハウス 月50,000円前後 30,000円のみ 家具付き 
他物件への移動無料

提携学生寮 月70,000～100,000円 保証金・入室料 
25万円前後

朝食・夕食あり

練習場から 
アクセスの良い 
住居を紹介可能


